
 

議案２２－１ 

第２２号議案  

 

平成 ３ １ 年度（ 令 和 元年度）久留米市教育施策要綱について  

 

上記の議案を提出する。  

平成 ３ １年４ 月 ２ ２日  

教 育 長   大  津   秀  明  

 

提案理由  

平成３１年度（令和 元年度）における久留米市教育行政の基本

方針となる教育施策要綱を定めようとするものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案資料  別冊  



 

議案２２－２ 

平成３１年度（令和元年度）久留米市教育施策要綱（案）ついて 

 

１ 教育施策要綱の趣旨 

平成３１年度（令和元年度）の教育行政の推進にあたり、具体的な施策方針である久留米

市教育施策要綱を策定するもの。 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第２５条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事

務の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができ

る。 

２   前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができ

ない。 

（１） 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 
 

２ 教育施策要綱の概要 

項  目 内  容 

はじめに 

 

地教行法の改正に伴う総合教育会議の設置、教育に

関する大綱の策定、大綱の基本方針及び施策要綱の

位置付けについて記載する。 

Ⅰ 教育施策の重点課題と対応方

針（p.1） 

総括的な考え方として、教育に関する大綱に掲げた

教育理念と基本目標を踏まえた施策を推進してい

くとし、平成 31 年度当初予算の基本方針を記載す

る。 

Ⅱ 教育行政の主要施策の展開 
教育に関する大綱の基本方針をもとに各施策の項

目を予算基本方針にて項目設定する。 

 

 ⅰ 子どもの笑顔があふれるまち 

  １ 教育改革プランの推進 

  ２ 学校教育環境等の整備 

 ⅱ 心豊かな市民生活を創造するまち 

  １ 生涯学習・社会教育の推進 

  ２ 歴史的資源の保護・活用 

  ３ スポーツの推進 

  ４ 市民の自己学習の場としての図書館づくり 

 ⅲ 人権が確立されたまち 

 

Ⅲ 教育施策の重点事業 

Ⅱで記載した事業のうち、特に重点的に推進してい

く事業について、事業内容や評価方法について詳細

に記載する。 

 

教育委員会資料 

平成３１年４月２２日 

（教育部総務） 

予算基本方針 

予算 
基本 
方針 

大
綱
の
基
本
方
針
を
反
映 



NO. 頁

1 表紙

2 4

3 7

4 8

5 31

6 36

○学校ICT環境整備事業【重点事業１７】
　【新規】教職員のテレワーク環境整備　を追記

事業目標、成果指標について平成３０年度実績を追記

事業目標、成果指標について集計に誤りがあったため、H29、H３０実績値を修正

※重点事業１２、１３、１５、３１、３２については、事業目標、成果指標の平成３０年度実績を集計中。
　印刷時に集計できていれば追加で記載する。集計できていなければ、「集計中」のまま記載する。

教育委員会３月定例会（協議事項）からの修正事項一覧

修正概要

○教育ICT活用事業【重点事業７】
　【新規】　→　【新規】テレビ会議システム　に修正

○学校における働き方改革推進事業
　【拡充】　→　【新規】　に修正

「平成３１年度」を「平成３１年度（令和元年度）」に修正。
印刷は５月以降となるため、印刷時は「令和元年度」に修正予定。

※印刷時は本文中の「平成３１年度」の表記も「令和元年度」に変更予定。

○小学校くるめ学力アップ推進事業【重点事業２】
　【新規】学力向上実践推進校　を追記

○中学校くるめ学力アップ推進事業【重点事業３】
　【新規】学力向上実践推進校・中学校放課後等学習事業　を追記

議案２２－資料１



議案２３－１ 

第２３号議案  

 

久留米市立学校の主任等の任命の臨時代理について  

 

上記の議案を提出する。  

平成３１年４月２２日  

教 育 長   大  津   秀  明  

 

提案理由  

 久留米市立小中学校等管理規則（昭和３２年久留米市教育委員会規

則第６号）第１５条第４項及び第５項並びに久留米市立高等学校管理

規則（昭和３２年久留米市教育委 員会規則第５号）第１０条第９項及

び第１０項の規定に基づき、平成３１ 年度久留米市立学校の主任等を

任命しようとするものであるが、特に緊急を要し教育委員会を開催す

る時間的余裕がないため、久留米市教育委員会教育長に 対する事務委

任規則（昭和３９年久留米市教育委員会規則第１２号）第３条の規定

に基づき、教育長により臨時に代理したので報告し、承認を求めるも

のである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案２３－２ 

久留米市立学校の主任等の任命 の臨時代理 について  

 

久留米市立学校の主任等の任命について、別紙のとおり教育長によ

り臨時に代理したので報告し、承認を求める。  



議案２３－３ 

久留米市立学校の主任等の任命について  

 

久留米市立小中学校等管理規則（昭和３２年久留米市教育委員会規

則第６号）第１５条第４項及び第５項並びに久留米市立高等学校管理

規則（昭和３２年久留米市教育委員会規則第５号）第１０条第９項及

び第１０項の規定により、別紙の者を久留米市立学校の主任等に任命

する。  
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）
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崎
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野
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）

山
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崎
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（
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）
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）
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）
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野
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）
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介

古
賀

　
譲

二
池

田
　

聡
美

中
本

　
晴

喜
内

村
　

章
浩

（
主

幹
）

日
髙

　
良

荒
木

廣
重

　
繁

（
主

幹
）

長
嶺

　
修

一
古

賀
　

竜
美

（
主

幹
）

田
中

　
公

和
武

末
　

真
依

古
賀

　
竜

美
（
主

幹
）

松
田

　
靖

生
（
主

幹
）

廣
重

　
繁

（
主

幹
）

筑
邦

西
日

野
　

理
恵

（
主

幹
）

福
島

　
智

里
（
主

幹
）

中
溝

　
直

美
（
主

幹
）

松
尾

　
竜

士
堀

場
　

美
津

子
松

尾
　

竜
士

中
溝

　
直

美
（
主

幹
）

渕
上

　
香

代
子

屏
水

龍
　

大
介
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良

永
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智

津
子

今
村

　
知

広
中
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介
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司
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嶺
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４
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３
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議案２３－資料１ 

○久留米市教育委員会教育長に対する事務委任規則（抜粋） 

 

(委任) 

第2条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。 

(4) 教育委員会事務局及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任

免、転補等を行うこと。 

(5) 県費負担教職員の定期異動並びに市立小中特別支援学校の校長及び教頭の任免、転

補等の人事の内申並びに市立小中特別支援学校の主任等の任免を行うこと。 

 

(臨時代理) 

第3条 教育長は、緊急やむを得ないときは前条各号に掲げる事務を臨時に代理することが

できる。 

2 前項の規定により臨時に代理したときは、委員会にこれを報告し承認をうけなければな

らない。 

 

 

 

 



 

議案２３－資料２ 

○久留米市立小中学校等管理規則（抜粋） 

 

(教務主任等) 

第15条 次の各号に掲げる学校には、特別の事情がある場合を除き、当該各号の表の左欄

に掲げる主任等を置くものとし、その職務は、それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとする。 

(1) 小学校 

左欄 右欄 

教務主任 校長の監督を受け、教育計画の立案その他の教務に関する事

項について連絡調整及び指導、助言に当たる。 

学年主任 校長の監督を受け、当該学年の教育活動に関する事項につい

て連絡調整及び指導、助言に当たる。 

保健主事 校長の監督を受け、保健に関する事項の管理に当たる。 

司書教諭 校長の監督を受け、学校図書館の専門的職務をつかさどる。 

 

(2) 中学校 

左欄 右欄 

教務主任 校長の監督を受け、教育計画の立案その他の教務に関する事

項について連絡調整及び指導、助言に当たる。 

学年主任 校長の監督を受け、当該学年の教育活動に関する事項につい

て連絡調整及び指導、助言に当たる。 

保健主事 校長の監督を受け、保健に関する事項の管理に当たる。 

生徒指導主事 校長の監督を受け、生徒指導に関する事項をつかさどり、当

該事項について、連絡調整及び指導、助言に当たる。 

進路指導主事 校長の監督を受け、生徒の職業選択の指導その他の進路の指

導に関する事項をつかさどり、当該事項について連絡調整及

び指導、助言に当たる。 

司書教諭 校長の監督を受け、学校図書館の専門的職務をつかさどる。 

 

(3) 特別支援学校 

左欄 右欄 

教務主任 校長の監督を受け、教育計画の立案その他の教務に関する事

項について連絡調整及び指導、助言に当たる。 

小学部主事 校長の監督を受け、当該部に関する校務をつかさどる。 

中学部主事 

高等部主事 



 

議案２３－資料３ 

保健主事 校長の監督を受け、保健に関する事項の管理に当たる。 

生徒指導主事 校長の監督を受け、中学部における生徒指導に関する事項を

つかさどり、当該事項について連絡調整及び指導、助言に当

たる。 

進路指導主事 校長の監督を受け、中学部における生徒の職業選択の指導そ

の他の進路の指導に関する事項をつかさどり、当該事項につ

いて連絡調整及び指導、助言に当たる。 

司書教諭 校長の監督を受け、学校図書館の専門的職務をつかさどる。 

 

2 学校においては、前項に規定する主任等のほか、必要に応じ、校務を分担する主任等を

置くことができる。 

3 第1項の規定にかかわらず、同項の主任等の担当する校務を整理する主幹教諭を置くと

きは、その主任等を置かないことができる。 

4 第1項に規定する主任等は、当該学校の指導教諭又は教諭の中から校長の意見を聞いて、

教育委員会が命ずる。 

5 前項の規定にかかわらず、保健主事は当該学校の指導教諭、教諭又は養護教諭の中から、

司書教諭は当該学校の主幹教諭、指導教諭又は教諭の中から、校長の意見を聞いて、教

育委員会が命ずる。 

 



 

議案２３－資料４ 

○久留米市立高等学校管理規則（抜粋） 

 

(校務分掌) 

第10条 学校には教務主任、学年主任、保健主事、司書教諭、生徒指導主事及び進路指導

主事を置く。 

2 教務主任は、校長の監督を受け、教育計画の立案、その他の教務に関する事項について

連絡調整及び指導、助言に当たる。 

3 学年主任は、校長の監督を受け、当該学年の教育活動に関する事項について連絡調整及

び指導、助言に当たる。 

4 保健主事は、校長の監督を受け、学校における保健に関する事項の管理に当たる。 

5 司書教諭は、校長の監督を受け、学校図書館の専門的職務をつかさどる。 

6 生徒指導主事は、校長の監督を受け、生徒指導に関する事項をつかさどり、当該事項に

ついて連絡調整及び指導、助言に当たる。 

7 進路指導主事は、校長の監督を受け、生徒の職業選択の指導その他の進路の指導に関す

る事項をつかさどり当該事項について連絡、調整及び指導、助言に当たる。 

8 第1項の規定にかかわらず、同項の主任等の担当する校務を整理する主幹教諭を置くと

きはその主任等を置かないことができる。 

9 第1項の主任等は、当該学校の教諭の中から、校長の意見を聞いて、教育委員会が命ず

る。 

10 前項の規定にかかわらず、保健主事は、当該学校の教諭又は養護教諭の中から校長の

意見を聞いて、教育委員会が命ずる。 

(昭55教規則9・全改、平4教規則1・平7教規則4・平12教規則11・平20教規則10・

一部改正) 

 

第10条の2 二以上の学科を置く学校には、専門教育を主とする学科ごとに学科主任を置く。 

2 前項の規定にかかわらず、学科主任の担当する校務を整理する主幹教諭を置くときその

他特別の事情があるときは学科主任を置かないことができる。 

3 学科主任は、校長の監督を受け、当該学科の教育活動に関する事項について連絡調整及

び指導、助言に当たる。 

4 学科主任の発令については、前条第9項の規定を準用する。 

(平4教規則1・追加、平20教規則10・一部改正) 

 

第11条 学校にはこの規則に定めるもののほか、必要に応じ校務を分担する主任等を置く

ことができる。 

2 前項の主任等は、校長が命ずる。 

 



 

議案２４－１ 

第２４号議案  

 

久留米市スポーツ推進審議会委員の任命について  

 

上記の議案を提出する。  

平成 ３ １年  ４ 月２ ２ 日  

教 育 長   大  津   秀  明  

 

提案理由  

 久留米市スポーツ推進審議会委員の 人事異動に伴い、後任委員を任

命しようとするものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案２４－２ 

久留米市スポーツ推進審議会委員の任命について 

 

 

久留米市スポーツ推進審議会条例第４条により、下記の者を久留米市スポーツ推進審

議会委員に任命する。 

 

 

記 

 

区  分 氏  名 所  属 任  期 

行   政 宮原 義治 久留米市市民文化部長 
令和元年 5月 1日～ 

令和元年 12 月 31日 

 



氏　名 所　属 氏　名 所　属

滿
ミツ

園
ゾノ

　良一
リョウイチ 久留米大学人間健康学部

スポーツ医科学科教授 滿
ミツ

園
ゾノ

　良一
リョウイチ 久留米大学人間健康学部

スポーツ医科学科教授

堀
ホリ

　秀行
ヒデユキ 保健医療経営大学理事兼

事務局長 堀
ホリ

　秀行
ヒデユキ 保健医療経営大学理事兼

事務局長

新井
ア ラ イ

　真
マ

実
ミ 久留米信愛女学院短期大学

講師 新井
ア ラ イ

　真
マ

実
ミ 久留米信愛女学院短期大学

講師

山田
ヤ マ ダ

　貴生
タ カ オ

久留米市議会議員 山田
ヤ マ ダ

　貴生
タ カ オ

久留米市議会議員

森
モリ

﨑
サキ

　巨樹
マ サ キ

久留米市議会議員 森
モリ

﨑
サキ

　巨樹
マ サ キ

久留米市議会議員

　石井
イシイ

　俊一
シュンイチ

久留米市議会議員 　石井
イシイ

　俊一
シュンイチ

久留米市議会議員

伊藤
イ ト ウ

　浩
ヒロ

規
キ 久留米市中学校体育連盟

会長 伊藤
イ ト ウ

　浩
ヒロ

規
キ 久留米市中学校体育連盟

会長

岩城
イ ワ キ

　紀美子
キ ミ コ

西国分小学校教諭 岩城
イ ワ キ

　紀美子
キ ミ コ

西国分小学校教諭

中村
ナカムラ

　敏
トシ

治
ハル

久留米市野球連盟理事長 中村
ナカムラ

　敏
トシ

治
ハル

久留米市野球連盟理事長

大友
オオトモ

　久仁子
ク ニ コ

久留米市剣道連盟事務局 大友
オオトモ

　久仁子
ク ニ コ

久留米市剣道連盟事務局

田中
タ ナ カ

　太
タ

嘉子
カ コ

久留米市カヌー協会理事 田中
タ ナ カ

　太
タ

嘉子
カ コ

久留米市カヌー協会理事

中村
ナカムラ

　智美
ト モ ミ 総合型地域スポーツクラブ

クラブマネジャー 中村
ナカムラ

　智美
ト モ ミ 総合型地域スポーツクラブ

クラブマネジャー

佐藤
サ ト ウ

　光義
ミツヨシ （公財）久留米市体育協会

常務理事兼事務局長 佐藤
サ ト ウ

　光義
ミツヨシ （公財）久留米市体育協会

常務理事兼事務局長

井手
イ デ

　浩
ヒロシ

障害者スポーツ指導員 井手
イ デ

　浩
ヒロシ

障害者スポーツ指導員

高松
タカマツ

　信子
ノ ブ コ 久留米市スポーツ推進委員

連絡協議会副会長 高松
タカマツ

　信子
ノ ブ コ 久留米市スポーツ推進委員

連絡協議会副会長

古賀
コ ガ

　喜美子
キ ミ コ 久留米市スポーツ推進委員

連絡協議会 古賀
コ ガ

　喜美子
キ ミ コ 久留米市スポーツ推進委員

連絡協議会

松藤
マツフジ

　倫子
ノ リ コ

健康運動指導士 松藤
マツフジ

　倫子
ノ リ コ

健康運動指導士

松野
マ ツ ノ

　誠
ノブ

彦
ヒコ

久留米市市民文化部長 宮原
ミヤハラ

　義治
ヨシハル

久留米市市民文化部長 ※

久留米市スポーツ推進審議会委員　新旧対照表

関係団体等

その他市長
が特に必要
と認めた者

区　　分
現委員 新委員(案)

学識経験者

市議会

学校体育

※は新委員。

議案２４－資料１



  

議案２４－資料２ 

 

○ スポーツ基本法（平成２３年６月２４日法律第７８号）（抜粋） 

 

（都道府県及び市町村のスポーツ推進審議会等） 

第３１条 都道府県及び市町村に、地方スポーツ推進計画その他のスポーツの推進に

関する重要事項を調査審議させるため、条例で定めるところにより、審議会その他

の合議制の機関（以下「スポーツ推進審議会等」という。）を置くことができる。 

 

 

 

○ 久留米市スポーツ推進審議会条例（平成２３年１２月１４日久留米市条例第３５

号）（抜粋） 

 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号。以下「法」という。）第３１条の

規定に基づき、本市に久留米市スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置

く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、次に掲げるスポーツの推進に関する重要事項について教育委員会

の諮問に応じ調査審議し、及びこれらの事項に関し教育委員会に建議する。 

（１）法第１０条第１項に規定する地方スポーツ推進計画に関すること。 

（２）前号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１８人以内で組織する。 

（委員の任命） 

第４条 委員は、スポーツに関して優れた見識を有する者のうちから、教育委員会が

任命する。 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

２ 委員は、再任されることができる。 

 



H31.3.8からH31.4.7 受付分まで
※区分の★は新規に申請があったもの

№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

1
令和元年6月5日（水）
～6月19日（水）

「歯・口の健康に関するポ
スターコンクール」

一般社団法人
大川三潴歯科医師会

大川市文化センター 後援 学校保健課

2
令和元年6月30日（日）
10:00～16:00

歯の健康フェスタ
一般社団法人
久留米歯科医師会

久留米シティプラザ
(六角堂広場）

後援 学校保健課

3
令和元年11月10日（日）
11:00～12:00

高齢者（８０２０）よい歯の
表彰

一般社団法人
久留米歯科医師会

久留米市民交流セン
ター
くるみホール

後援 学校保健課

4
平成31年4月27日（土）
9：00～17：00

Ｈ31年度春季全軟久留米
オレンジリーグ

全軟久留米市少年野球
連盟

リバーサイドパーク
東櫛原ソフトボール
場

後援
体育スポー
ツ課

5
令和元年9月23日（月・
祝）
9：00～

開設37周年第34回チャリ
ティー別府優樹日本タイト
ル前哨戦（初代マネー
ジャー追悼試合）

久留米櫛間ボクシングジ
ム

（公財）久留米地域地
場産振興センター

後援
体育スポー
ツ課

6
平成31年3月30日（土）
13：00～16：00

春の教え方セミナー
NPO福岡こども未来工
房

久留米市役所
3階会議室

後援 学校教育課

7
令和元年8月16日（金）
～17日（土）
10：00～16：30

２０１９夏
たのしい授業フェスタ

福岡・仮説実験授業研
究会

メイトム宗像 後援 学校教育課

8
令和元年7月13日（土）
～8月25日（日）

STEAM教育体験講座
サイエンスキット工作教室

（公財）筑後市文化振興
公社

サザンクス筑後
大ホール

後援 学校教育課

9
令和元年7月13日（土）
～8月25日（日）

夏休みわいわいフェスティ
バル

（公財）筑後市文化振興
公社

サザンクス筑後
大ホール

後援 学校教育課

10

A日程
平成31年4月27日(土)
～30日（火・祝）

B日程
令和元年5月3日(金・祝)
～6日（月・祝）

秘密基地キャンプ トミー自然学校
わらべの里研修セン
ター

後援
生涯学習推
進課

11

令和元年5月15日(水)
～19日(日)
10:00～17:00
（最終日は16:30まで）

第46回 久留米連合文化会
書作展

久留米連合文化会書道
部

久留米市美術館
1階ギャラリー

後援
生涯学習推
進課

教育委員会後援事業等に関する報告

報告１－1



№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

12
令和元年5月18日(土)
17:00～20:00

久留米市民オーケストラ
第31回定期演奏会

久留米市民オーケストラ
久留米シティプラザ
ザ･グランドホール

後援
生涯学習推
進課

13

令和元年5月22日(水)
10:00
～26日(日)
16:00～

国際公募
第3回国際書画展

NPO法人日中国際交流
センター

久留米市美術館１F 後援
生涯学習推
進課

14
令和元年6月8日（土）
14:00～15:45

久留米商工会議所創立120
周年記念講演会

久留米商工会議所
久留米シティプラザ
ザ･グランドホール

後援
生涯学習推
進課

15
令和元年6月23日(日)
14:00～16:30

City Winds 久留米市民吹
奏楽団（NPO）音楽会
Brass Message 2019

特定非営利活動法人 シ
ティーウインズ久留米市
民吹奏楽団

石橋文化ホール 後援
生涯学習推
進課

16
令和元年8月18日(日)
9:30～15:00

茶の湯文化にふれる市民
講座

一般社団法人
表千家同門会福岡県支
部

ホテルマリターレ創
世

後援
生涯学習推
進課

17
令和元年8月25日(日)
13:00～16:00

アルコール関連問題
【市民公開セミナー】

福岡県断酒協議会
久留米市役所
くるみホール

後援★
生涯学習推
進課

18
令和元年9月22日(日)、
23日(月・祝)
13:00～15:30

第50回 ブリヂストン吹奏楽
団久留米 久留米定演

ブリヂストン吹奏楽団久
留米

石橋文化ホール 後援
生涯学習推
進課

報告１－2



報告２－１ 

 

 

 

 

平成３０年度第２回久留米市社会教育委員の会議の結果について 

 

【日 時】平成３１年３月２２日（金）１０時３０分～１１時４５分 

【会 場】えーるピア久留米 ３０１・３０２研修室 

 

１．議事  

（１）平成３０年度社会教育の主な事業の進捗状況について 

   平成３０年度の取り組み状況を報告した後の主な議論は以下のとおりである。 

 

質問 人権・同和教育課が行っている「各中学校区における人権のまちづくり」の取り組

みの中に、中学校区におけるフィールドワークとあるが、何を行っているのか。 

回答 人権教育啓発を目的としたフィールドワークとして、部落差別問題、ハンセン病な

どをテーマに、現地に赴き、その取り組み等について説明を受け、学ぶ研修を行っ

ている。 

意見 聴講のみの講演会のようなインプット型の研修だけでなく、参加者が学んだことを

アウトプットできる、体験型の研修や講習会を行ってほしい。  

回答 人権・同和対教育課が行っている講演会や研修の一部では、小グループに分かれて

課題について意見交流を行うなどの体験型のものを取り入れており、今後も積極的

に取り組んでいきたい。 

質問 (１)生涯学習推進課の取り組みとして、「家庭や地域の教育力向上のための事業実

施や支援を行っている」とあるが、そのために行っている事業支援はあるのか。 

(２)地域の方々や子どもたちがボランティアとして参加し、一緒に事業を作り上げ

ていくような事業体制はあるか。 

回答 (１)委嘱学級を設置し、地域課題等について学習していただくことで、自身の生涯

学習を深め、人づくりや地域づくりに還元いただいている。 

(２)青年を対象とした「久留米市少年の翼」や「アドベンチャーキャンプ」事業を

行っており、本人の教育力向上を図っている。 

質問 公共の場での親子のやりとりを見ていると、親がスマホを見続けて子どもの様子や

発しているシグナルに気づいていないなど、大人のモラルの低下が見られる。そう

いった大人に対する取り組みを何か行っているのか。 

回答 教育部では、中学校のテスト期間に合わせて、各家庭でテレビやスマホの使用を制

限する期間を設けている。 

 

 

（２）平成３１年度社会教育関係団体への補助金について 

社会教育関係団体への補助金は、社会教育法第１３条の「社会教育委員の会議の意

見を聴いて交付する」との規定に基づき、各団体への予算額を説明した。（特に意見な

し） 

教育委員会定例会報告事項 
平成３１年４月２２日 

市民文化部生涯学習推進課 

 

 



報告２－２ 

 

【久留米市社会教育委員名簿】 

（任期：平成 30年 12月 1日～令和 2年 11月 30日） 

※稲益 英子委員のみ、任期：平成 31年 2月 1日～令和 3年 1月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当日欠席委員（椎山委員、樋口委員） 

区 分 氏  名 所   属 

学校教育関係者 樋
ひ

 口
ぐち

 恵
けい

 子
こ

 久留米市小学校長会 

 

社会教育関係者 

寺
てら

 﨑
さき

 眞
まこと

 久留米市校区まちづくり連絡協議会 

大
おお

 久
く

 保
ぼ

 康
やす

 博
ひろ

 久留米市子ども会連合会 

永
なが

 松
まつ

 千
ち

 枝
え

 久留米市女性の会婦人会連絡協議会 

高
たか

 栁
やなぎ

 美
み

 加
か

 久留米市小中学校父母教師会連合会 

佐
さ

 藤
とう

 光
みつ

 義
よし

 久留米市体育協会 

家庭教育関係者 稲
いな

 益
ます

 英
ひで

 子
こ

 久留米市民生委員児童委員協議会 

 

学識経験者 

石
いし

 井
い

 秀
ひで

 夫
お

 久留米市議会議員 

江
え

 村
むら

 理
り

 奈
な

 久留米大学 

椎
しい

 山
やま

 克
かつ

 己
み

 久留米信愛女学院短期大学 
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報告４－１ 

 

 

 

 

 

平成３１年全日本選抜柔道体重別選手権大会の成績報告について 

 

 

１ 概要 

平成３１年全日本選抜柔道体重別選手権大会の女子４８㎏級において、南筑高

等学校スポーツキャリアクラス３年の 古賀 若菜（こが わかな）選手が初出場

で初優勝する輝かしい成績を収めました。 

 

 

２ 大会について 

名称 平成３１年全日本選抜柔道体重別選手権大会 

主催 公益財団法人全日本柔道連盟 

会場 福岡国際センター（福岡市） 

 

 

３ 日程 

平成３１年４月６日（土）～７日（日） 

 

６日（土） 男子９０kg級・１００kg 級・１００kg超級 

      女子６３kg級・７０kg級・７８kg級・７８kg 超級 

 

７日（日） 男子６０kg級・６６kg級・７３kg級・８１kg 級 

女子４８kg級・５２kg級・５７kg級 

 

 

４ 成績 

  女子４８㎏級 優勝 

 

 

 

定 例 教 育 委 員 会 資 料 

平成３１年４月２２日 

教 育 部 学 校 教 育 課 
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